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「書く力」を伸ばし
「自尊感情」を育む学校づくり
～児童文芸誌『はとぶえ』への詩作を手掛かりに～
杉　尾　　　誠
1 ．はじめに
　私が昨年度まで勤務していた堺市立S小学校
（以下、S校）は、大阪市に隣接する大和川沿
いの宅地造成に伴う児童数の急激な増加見込み
に対応するため、近隣の 3小学校から分離する
形で、昭和63年 4 月、堺市立小学校全93校中89
番目に創立された、比較的市内では新しい学校
である。開校当時は、府営住宅や旧公団住宅、
旧製鐵会社社宅などの集合住宅が校区の 9割以
上を占めており、同社宅が閉鎖後マンションに
建て替えられた以外、現在も校区の様子に大き
な変化はない。ピーク時には700名を超える児
童が在籍していたが、現在はその半数以下のお
よそ310名が在籍し、各学年 2クラス・支援学
級 2クラスの計14クラスに分かれて、日々学習
活動に取り組んでいる。
　私が新規採用教員として、同校に着任したの
は平成20年度。当時の状況を端的に言えば、同
校は諸課題が山積したいわゆる「教育困難校」
であった。子どもたちの「荒れ」は、学習や生
活の様々な場面で散見され、手の付けどころが
なかなか見えにくい状況であった。
　そんな中、教員集団が一体となって、詩作を
はじめとする「書くこと」の指導にこだわり、
子どもたちと真剣に向き合い続けたことで、そ
の様子や態度に徐々に変化が起こり、また学力
も合わせて伸長したことからか、現在も驚くほ
ど静謐な学習環境が保たれている。右も左もよ
くわからないまま、日々体当たりで実践してい
た、私たちのささやかな取り組みの軌跡を、こ
こにお伝えしたい。
2 ．S校　赴任当初のこと
　平成20年 3 月末日、S校に配属が決まったと
「勤務先内示」の電話があり、同校にその足で
挨拶に向かった。校内に入り、最初に出会った
教員と思われる方に着任の挨拶をすると、彼は
私を一瞥し「私は今日でようやく転勤なんや。
君は新任やのに、こんなところへ来てかわいそ
うに。」と残し、その場から立ち去った。訝し
い思いを抱えつつ、そのまま校長室へ向かっ
た。挨拶もそこそこに、当日で定年により退任
する校長から、学校の現状が大変厳しい旨を伝
えられた。「しんどい仕事をしてもらうことに
なるが、新しい若い力に期待する。どうか学校
を変えてほしい」と。
　翌日、正式に辞令が交付された後、新校長か
ら 4年生のクラス担任を命じられ、29人の子ど
もたちを受け持つこととなった。それほど規模
の大きくない学校ではあるが、実に半数もの教
員が入れ替わったという初日の職員室内で、赴
任者たちは新天地での勤務に期待感を膨らませ
る様子など一切なく、昨年度から留任している
教員らに、学校の現況を聞き出しては肩を落と
し、ため息をつく光景ばかりが目立っていた。
　実際に子どもたちと出会ったのは数日後、春
季休業中ではあったが、入学式準備のために召
集された新 6年生が最初であった。最高学年と
なる子どもたちへの自覚を促す意図もあり、全
員参加を呼び掛けていたが、実際の参加率は在
籍児童の 7割弱といった状況で、そのうちしっ
かりと作業に取り組んでいる児童は、半数もい
なかったように思う。会場となる体育館に、保
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護者や新入生が座るパイプ椅子をきちんと並べ
た傍から蹴り倒し、問い正す私たち教員に罵声
を浴びせながら逃げていく様子を見て、前校長
の最後の言葉が何度も何度も、頭の中をぐるぐ
ると廻りだした。
　そして、始業式当日から、校内では毎日何か
しらの突発的事案が発生していた。 4月当初だ
けでも、コンピュータールームの鍵を職員室か
ら勝手に持ち出し、設置してあった40台のデス
クトップパソコンにマジックで落書きをした
り、モニターを床に叩き付けて破壊がなされた
事案。窓ガラスを教員の目の前で次々と割って
も、その非を認めず「オレは無実だ。やったと
いう証拠がないのに、疑われて嫌だからお前を
教育委員会に訴える。」と言いのけた事案。人
通りのある通路の 1階をめがけ、最上階の 4階
からコンパクトリー（掃除用具入れ）を投げ捨
てた事案。給食を運んでいる複数の児童を標的
に、近距離から石を無差別に投げつけた事案。
児童朝礼中、壇上で講話中の校長に大声を上げ
ながら蹴りを入れ、止めに入った教頭を殴りつ
けた事案等々、数え上げればきりがない。トイ
レにトイレットペーパーを詰め込まれ、故障し
て使用できなくなったという事案が非常に軽々
しく感じられるほど、私を含め教員全体の感覚
が、完全に麻痺してしまっていたように思う。
　先述の朝礼での事案があった午後、臨時の職
員会議がもたれた。校長から大切な話があると
のことで、私はおおいに期待した。きっと、こ
の状況を即座に変革させる、ドラスティックな
アイデアが伝えられると考えたからだ。校長は
「研修計画」と書かれた一枚の紙を全員に配付
し、説明を始めた。その内容を要約すると、今
後中長期の「学校運営改善計画」の一環として
『系統性をもった国語科教育研修と「自尊感情」
育成への取り組み』を始めたいとのことだった。
　折しも、教育界ではこの「自尊感情育成」の
追究が、一つのトレンドになっていたようであ
る。例えば、東京都教育委員会は、平成20年 5
月に策定した「東京都教育ビジョン（第 2次）」
の中で、「子供の自尊感情や自己肯定感を高め
るための教育の充実」を推進計画に位置付け、
平成20年度から 5か年計画で研究を進めてい
る1）。平成20年 4 月に行われた校長の提言内容
は、S校の子どもたちの現況を捉えつつ、全国
で産声が上がり始めたばかりの、最先端かつ計
画的な施策であったように思う。
　しかしながら、私を含め多くの教員が、校長
の言う「国語科教育研修」と「自尊感情の育成」
とを即座に結びつけて理解することができず、
校長への質問を繰り返した。校長は「荒れる子
どもは、自分に自信がない。自分を有用なもの
と感じていない。学校でも家庭でも、褒められ
るという経験が少ないからだ。どんどん褒め
て、おおいに認めてやってほしい。その手段と
して、国語科教育の研修を深めていく。」と説
明すると同時に、「騙されたと思ってついてき
てほしい。」という決意を述べた。私たち教員
は、現状を少しでも良い方向に変えていきたい
という一縷の望みを託しつつ、言われるがまま
に、まさに「騙されたつもり」で行動を起こす
ことにした。
　校長はさらに、この「国語科教育研修」を進
めるにあたり、きっかけとして今年 1年間は、
全学年全クラスで「詩」を徹底的に書かせるよ
うにし、そのために『はとぶえ』という児童文
芸誌をおおいに活用してほしいと全教員に指示
を出し、合わせて「年間指導計画」の提出も求
めた。
3 ．児童文芸誌『はとぶえ』について
　ここで『はとぶえ』について、少し触れてお
きたい。堺が誇る児童文芸誌『はとぶえ』の歴
史は長く、戦後、堺市の小学校教員の有志によ
る「堺児童詩同好会」の機関誌として、昭和26
年 7 月に創刊された。謄写版（ガリ版）印刷に
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よる10ページ余りの小冊子で、誌名は単に「児
童詩集」とされ、市内 9校より応募された 2年
生から 6年生までの、24編の詩を掲載してい
る。創刊号の「あとがき」においては、その体
裁の不備が詫びられ、「第 2号からは新聞のよ
うな形式にし、子供の手に渡る様にしたい」と
記されていることから、現在のように希望者に
広く頒布されたものではないことがわかる（同
号には、現在の同誌に必ず記載されている「価
格」の表記もない）。合わせて、この機関誌の
題名の募集がなされており、第 2号となる昭和
26年 9 月発行分より『はとぶえ』として、平成
28年 1 月現在、通巻773号まで発行されている。
　さて、この詩は「児童詩集」創刊号に掲載さ
れた、24編のうちの一つである。
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　戦後間もないこの頃、堺の町は大空襲によっ
て焼け野原が広がり、食べるものにも着るもの
にもみな不自由しており、夕方には決まったよ
うに停電になっていたそうだ。そんな時代に生
きる少女の心の内を、たった三行で見事に映し
出したこの詩は後の昭和32年、堺市出身の作家
であった故藤本義一氏によって書かれた「トタ
ンの穴は星のよう」という戯曲のヒントにもな
ったことで知られている2）。さらに、「口語憲
法」の成立や「現代仮名遣い」制定などに尽力
した山本有三編集の国語科教科書にも採択され
た3）。
　また、堺市出身で「堺親善大使」も務めてい
る脚本家の今井雅子氏は、あるインタビューで
「『はとぶえ』を堺の宝だと思っています。市内
小学生の作文や詩を掲載した作品集『はとぶえ』
によって、書くことの楽しさを知りました。」4）
と答えている。同じく堺市出身で、教育哲学者
の伴野昌弘は「何人もの子どもたちが【書く】
という作業を通して、周囲と自分の内面を見つ
める澄んだ瞳を持つことを学んだであろうか。
掲載されることの誇らしさに胸を高鳴らせた文
集は、今もって、優れた記憶装置として私を見
つめ続けている」5）と、当時を懐かしく振り返
るとともに、その存在価値を高く評価してい
る。
　私自身も小学校 3年生の時、『はとぶえ』に
応募するために綴った作品を担任に激賞された
ことが、教員を志すようになった原体験と捉え
ている。このように、堺市立小学校出身者は『は
とぶえ』と、それぞれ程度の深浅はあれど何ら
かの形で触れる機会があり、今井氏、伴野氏や
私のように、書く愉しみをこの『はとぶえ』に
教えられたという者も、少なくはないだろう。
　児童詩集としてスタートした『はとぶえ』は
現在、作品のテーマを定めない「詩の部」「綴
方の部」と、毎月指定されたテーマに従って作
品を募集する「図画の部」「習字の部」の四部
構成を基本とし、市内93校から届くこれらの作
品を、国語科や図画工作科を専門とする現職の
校長や教頭らが中心となって審査を行う。加え
て「先生の綴方」や「堺の歴史紹介」などの教
員が執筆するコーナー、各校児童会役員などが
持ち回りで担当し、児童の視点から学校紹介を
する「学校めぐり」のコーナーなどもあり、読
み物としても毎号十分に楽しめる内容となって
いる。
　ちなみに一般書店での流通はなく、市内の担
当小学校に「はとぶえ会事務局」が置かれ、希
望者は四半期ごとに事務局へ購読予約をする形
で頒布されている。
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4 ．詩を「書く」授業づくりのために
　S校での話に戻る。件の職員会議において校
長の意向が伝えられ、後は私たちが実践を重ね
ていくことになるのだが、実際『はとぶえ』を
具体的にどう活用するのかは、各教員の創意工
夫に委ねるとされた。具体的な示範は校長から
はなく、私たち教員は担当学年ごとに寄り集ま
って、自分たちの力でより良い指導法を模索し
ようと話し合いを始めた。
　そもそも、詩に親しむという習慣などなく、
国語の教科書で数回詩を読んだことがある、と
いった程度の学習体験しかない子どもたちが、
いきなり自分で詩を書くのは困難なことであろ
う。「読むこと」と「書くこと」は、それぞれ
通底し連関していても、発達段階や子どもたち
の実態を鑑みて、それぞれについて丁寧に指導
せねばなるまい。思い起こされるのは、全国規
模のアンケートで、読書感想文が「嫌いな夏休
みの宿題」の第 1位として長らく君臨し続けて
いることだ6）。子どもたちへの事前指導なしに、
いきなり課題のみを負わせていることへの、当
然の拒否反応ともいえるのではいか。
　そこで、具体的な指導計画策定の前に、まず
子どもたちの意識についての実態調査から始め
ることになった。担当する 4年生全員にアンケ
ートを実施し、その結果を分析した。「国語は
好きか」の設問に、「好き」「どちらかといえば
好き」といった肯定的回答は約 3割弱。半数以
上が「どちらかといえばきらい」「きらい」と
いった否定的回答で、「わからない」という約
2割の回答も合わせ、学年全体の子どもたちの
国語に対する思いの大枠を掴むことができた。
さらに「詩」について尋ねる項目では、肯定的
意見は約 1割、否定的意見が約 5割、「わから
ない」が約 4割となり、これまでの「詩」に対
する学習体験が絶対的に不足していると思われ
る実態が浮かび上がった。
　得られたデータをもとに、まずは「詩のシャ
ワー」を子どもたちにたくさん浴びせようとい
うことになった。具体的には、朝の会や帰りの
会、それに授業時のちょっとした隙間や休憩の
時間などを利用して、図書室にある詩の本から
各担任が適切なものを選び、子どもたちに読み
聞かせをするようにしたのだ。
　ところが、子どもたちの反応がいま一つ良く
ない。こちらが熱を入れて取り組むのと反比例
して、子どもたちが頬杖をつき、退屈そうに聞
き流している様子が、何とも歯痒かった。親し
みをもってもらおうと「詩のシャワー」という
指導法を一致して選んだこと自体、間違っては
いないと考えていたが、題材として選んだのは
すべて著名な作家の書いた詩であり、子どもた
ちの生活実態にそぐわないものが多かったので
はと反省し、ここで視点を変えて、既刊の『は
とぶえ』を使って読み聞かせをする試みを始め
た。
　すると、子どもたちの反応がみるみる変わっ
た。大人が「子どもたちのために」書き、また
表現技法などを巧みに駆使した「美しい」詩で
はなく、子どもたちが「誰のためにでもなく」、
自分の思いを素直に書いた「ありのまま」の詩
の数々が子どもたちの心に響き、共感を呼んだ
のであろう。書かれている題材も「学校生活」
の様子、「友達」との会話、「習い事」での目標、
それに「家族」との何気ないやりとりなど身近
なものばかりで、子どもたちは自分の体験と容
易に重ね合わせながら、詩をすんなりと「味わ
う」ことができたのであろう。
　それから、毎日の『はとぶえ』の「詩のシャ
ワー」を楽しみに待つ様子が見受けられ、授業
づくりの第一歩として確かな手応えを感じるこ
とができたのである。しかしながら、私のクラ
スも含め、学校全体が落ち着いて学習に臨める
環境でないことに、まだまだ変わりはなかっ
た。
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5 ．詩を「書く」指導の具体策
　『はとぶえ』の読み聞かせをしばらく続けた
後、いよいよ実際に子どもたちに詩を書く指導
を始めることとなった。そこで「お手本」とし
て用いたのも、やはり『はとぶえ』であった。
過去の入選作をいくつも提示し、子どもたちの
それぞれの感性の琴線に触れる作品に、じっく
りと向き合わせた。さらに、その作品をもとに
「自分ならこうする」といった「批判的立場」
で書くよう指示した。こうして手元に具体的な
素材を置いたことと、自分で一から全てを創作
しなくてもよいという難易度設定、さらには他
人の作品を添削するという興味づけが奏功し、
初回授業では多くの子どもが作品を提出するこ
とができた。そもそも、学校全体の状況からし
て、教室に全員が入り授業を成立させること自
体が難しい環境であったことから、これは快挙
とばかりに、作品を小躍りしながら職員室に持
ち帰り、他の教員と読み合いながらさらによい
指導法はないか、遅くまで話し合った。
　翌日以降も『はとぶえ』の読み聞かせは続け
ながら、子どもたちオリジナルの詩を創作させ
るべく、子どもたちと詩の「題材の集め方」に
ついて考えた。詩は「書かされるもの」ではな
く、「書きたい」と思う気持ちがあって初めて
書けるものだと諭し、それぞれの「体験をふり
かえる」（主観をメタ認知化する）ことを促し、
その時の様子を思い出すため「五感」を活かす
（観察の観点を多様にする）こと、さらに「ブ
レーンストーミング」（ペア・グループ・クラ
スなど）を活用し、子どもたち同士あれこれ語
り合うなかで、それぞれの思いをより繊細に引
き出し合えるよう指導した。
　詩を書くための十分な体験がなかったり、考
えが煮詰まってしまった場合などは、常に教員
が手本となる詩を創作して板書したり、手元に
『はとぶえ』を置かせて手引きとさせるなどの
支援を行った。なかなか書き出せない子には
「たった一行」でも詩になること、「話し言葉」
や「ふと心に浮かんだこと」をそのまま用紙に
書き出すだけでも詩になることなど、詩作が決
して負担に感じることのないように励ましなが
ら支援し続けた。
　こうした技法面を中心に、日々試行錯誤しな
がら一斉・グループ・個別など様々な指導形態
で、必要と思われるあらゆる支援を繰り返し
た。いつも、どんな時でも詩を「書く」ことが
意識づけられるよう、また思い立った時に機会
を逃さず取り組めるよう、教室には大量の『は
とぶえ』のバックナンバーと詩作用紙、それに
添削受付用の「詩のポスト」を置くなど、環境
整備も入念に行った。
6 ．詩を「書く」ことから、詩で「描く」
ことへ
　着任から 2か月が過ぎ、詩の指導から生まれ
た効果かどうか判別はつかないが、幸いにも私
の担任する教室では、少しずつ静謐な学習環境
が整いつつあった。学校全体では、暴力行為や
授業妨害などが続く学年もあったが、教育委員
会や地域と連携を取り、生徒指導上の対策も同
時並行で強硬に進めたこともあり、問題行動は
逓減の方向に進んでいたように思う。
　しかし詩作については、子どもたちにとって
やや新鮮味が薄れたようで、私のクラスの「詩
のポスト」に届けられる作品数も、当初に比べ
てめっきり少なくなっていた。
　そこで、再度詩作の指導を丁寧に始めること
にした。今回は詩を書く際のテーマを「心の声」
と決め、普段思っていてもなかなか言えないこ
とを、詩の形を借りて表現してみようと伝え
た。子どもたちはこの提案を唐突に感じたの
か、特に反応は見られなかったように思う。い
つも通りまずはお手本をと思い、大切に持って
いた、私が小学生の頃『はとぶえ』へ送るため
に作った詩を紹介した。
－36－
?
????
?????
?
???
?
???
?????????????????????????????? ??????????????????????????
　私には、この詩を生み出すのに本当に苦心し
た記憶がある。生活保護を受け、病気の父親の
面倒を見ながら暮らす貧しい生活に、劣等感や
気恥ずかしさを強く感じていたからだ。友達に
はなるべくそのことを悟られまいと、虚勢を張
って過ごすことに必死だったが、嘘をつき続け
ているような罪悪感にも苛まれていた。いつか
本当のことをみんなに言わなければ、という不
思議な義務感も背負っていた。
　そんな折、当時の担任が「連休中の出来事を
書くこと」を宿題に出したのだ。意図されるの
はおそらく、家族で出かけたことなど、楽しく
過ごした思い出を綴ることであろう。私はこの
宿題と向き合った時、楽しい思い出を作ること
ができなかった連休（もしくは世間）への反発
心からか、ここぞとばかりに思い切って、辛い
胸の内を打ち明けることを決めた。何度も書き
直しては、やっぱり出すのを止めようかと悩み
ながらも、ようやくこのようにまとめることが
でき、提出した。すると担任からは驚くほど激
賞され、友達にもとても上手だと褒めてもら
い、以来自分の生き方に少しずつ自信をもつこ
とができるようになったというエピソードも、
子どもたちに合わせて紹介した。
　この一連の学習の後、子どもたちから生まれ
た詩を、スペースの関係上 3つだけ紹介する。
〈①Mさん（ 4年生・女子）の作品と彼女のこと〉
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　この作品は、Mさんが渾身の力を込めて作
った、初めての詩である。
　Mさんをはじめ、S校には「ひとり親世帯」
が大変多かった。保護者は仕事と家庭の日々の
生活の両立に追われ、子どもの教育支援にまで
は十分手が回らないという悩みを持つ方も少な
からずいた。担任した 4月当初から「家庭状況
調査票」によって、Mさんに父親がいないこ
とはわかっていたが、その理由まで知ることは
できなかった。宿題を忘れたり持ち物が揃わな
いことを担任としていつも気に掛け、保護者で
ある母親にも協力を依頼していたが、なかなか
改善は見られなかった。
　私はこの詩に出合って、普段から恥ずかしが
り屋で言葉少ないMさんの抱えていた思いを、
図らずも一気に受け止めることができた。本人
に何度もこの詩の素晴らしさを説き、ようやく
みんなの前で読み聞かせることの許諾を得た。
ゆっくりと読み進めるうち、私やMさんも含
め、クラス中が涙で溢れ、Mさんのこれまで
の大変だったであろう様々な苦労や、感じてい
たであろう強い寂しさへの、共感の輪が広がっ
ていった。
　この詩の朗読をきっかけに、児童が次々と
「自分語り」を始めた。「詩を書く」ことで「心
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を描く」ことができる、まさにその本質的な気
づきを与えてくれたのが、Mさんの処女作の
詩であったのだ。
〈②Kくん（ 4年生・男子・支援学級在籍）の
作品と彼のこと〉
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　KくんはS校入学の 1年生時から、国語・算
数の学習を中心に支援学級で行い、それ以外の
学習活動は原学級で過ごしていた。重い発達遅
滞との診断があり、「読むこと」「書くこと」「話
すこと」に課題があるとされていたが、「聞く
こと」については、いつも真剣に話し手の方を
見て、その表情から内容をしっかり聞き取ろう
としている姿が、とても印象的であった。
　ある日、本来ならば支援学級で実施されるは
ずのKくんの国語の授業が教員の人的都合で行
えず、原学級で一緒に行うこととなった。その
時間はちょうど、Mさんの詩を朗読した後『は
とぶえ』に応募する詩作に取り組むことになっ
ており、「Kくんもやってみる？」と問うと「や
る！」と答えたので、応募用紙を手渡した。
B 6サイズの小さな紙に、手本となる『はとぶ
え』を横に置きながら笑顔で一生懸命書いた作
品が、これである。
　私は心から嬉しくなって、クラスの児童に
「Kくんが『はとぶえ』の作品を書いたで！」
と伝えた。子どもたちが一斉に私の所へ集まっ
てきて、その詩を読んだ。「えっ、どういうこ
と？」「○しかないやん！」という声もたちま
ち消え、みんなでじーっと、そしてそーっと、
その詩を見つめていた。
　しばらくして、ある子がKくんに「みんなと
一緒に、詩が書きたかってんな！」と声をかけ
た。Kくんはにっこり微笑んで、「うん！」と
頷いた。クラス中に「わーっ！」と歓声が上が
り、「Kくん、よかったなぁ！」と温かい声を
掛けたり、Kくんと握手をしたり抱き合うする
子もいた。それ以来、「心の目で読む」がキー
ワードになって、みんなでKくんの作品を味わ
うことができるようになっていった。
〈③Nくん（ 4年生・男子）の作品と彼のこと〉
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　新学期早々に家庭訪問を行った際、Nくんの
母親は神妙な面持ちで、子育てについての悩み
を語った。これまで、友達同士や家族間でも
様々なトラブルがあり、うまく解決できていな
いのだという。担任であるとはいえ、初対面の
私の前で「あの子を産まなければよかった」と
泣き崩れてしまうほど、母親の心は傷ついてい
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た。
　傷ついていたのはNくんも同様で、クラスで
起こる多くのトラブルの中に相当の割合で彼が
いて、私が説諭することも多かったが、いつも
「俺なんか生まれてこなければよかったんや」
と吐き捨てて泣いていた。おそらく、家庭でも
そんな話になってしまうのだろう。なぜいつも
こんなトラブルになるのか、いま一つ理解でき
ていないNくんの表情に、胸が張り裂けそうな
思いがした。
　粘り強く指導を重ねていた折、先掲のMさ
んやKくんの詩に影響を受け、それまで詩に真
剣に向かい合えなかったNくんが、急に鉛筆を
握り「これでええか」と持って来た作品が一つ
目の、自分の名前を題名にした詩であった。12
月25日が誕生日と知っていたので、「Nくんは
おうちの方にとって、最大のクリスマスプレゼ
ントやってんな」という、私が以前何気なく掛
けた言葉をヒントに創作したようだ。
　私はこの詩をみんなの前で大いに褒め、早速
その日のうちに作品を持って、Nくんの家庭を
訪問した。ひらがなばかりで、なぐりがきのよ
うな文字であったが、母親と私で「Nくんの子
育ては間違ってなかった」ことを一緒に確認で
きた。以来、Nくんにとって詩を書く用紙は、
家族へ感謝の思いを描き伝える大切なキャンバ
スになっていた。父親も母親も、出来上がる作
品をいつも楽しみにするようになり、やがて
『はとぶえ』に掲載されたのが、やはり家族愛
を描いた「ストーブ」の詩であった。そしてい
つの間にか、あんなに喧嘩に明け暮れた毎日が
嘘のように、まっすぐ前を見て学習活動に勤し
むNくんになっていたのだ。
7 ．S校の「立ち直り」を支えたもの
　このような一つ一つの詩から生まれたドラマ
は、他にも枚挙に遑がない。Mさんの詩以後、
「喜・怒・哀・楽」など、それぞれの「心の声」
をテーマにした作品が量産され、お互いにじっ
くりと味わうことで、クラスみんなの共有財産
となっていった。詩を通して、嬉しいことがあ
ればみんなで喜び合い、不条理なことがあれば
その解決法をみんなで考える。喜びはみんなと
共有することでますます膨らんでいき、悲しみ
はみんなと共有することで立ち直りを早めるこ
とができるのだろう。こうした「感情の共有」
は、お互いの人柄の理解に繋がり、それぞれの
絆を強くした。例え一つの詩から異なった感情
を抱いても、それもまた他者理解を深める、貴
重なきっかけとなっていた。それはまさに、平
成のこの時代に「生活綴方運動」のうねりがS
校から再興するのでは、とさえ思いが巡るほど
であった。
　そして生み出された多くの作品が『はとぶえ』
に掲載され、ますます子どもたちは詩を書くこ
とが好きになっていった。行事を終えたら感想
文の代わりに詩、植物の観察記録のイラストに
付け加える詩、おいしかった給食の感動を残す
ための詩、自分のことを理解してもらうための
説明書のような詩…など、いつも当たり前のよ
うに詩を嗜む、豊かな詩情にあふれたクラスに
なっていった。
　それは、校内の他のクラスも同様だった。毎
日の指導成果を教員同士で共有していたので、
どこかのクラスで上手くいった実践を、すぐに
他のクラスでも児童の実態に合わせて実践する
という速やかな連携ができていた。出来上がっ
た作品はよいところを褒め、必ず他の子どもの
目に触れるところに掲出した。子どもたち同士
でも、お互いの詩のよいところを見つけ、褒め
合う関係づくりにができるよう支援した。その
おかげで、教室だけでなく廊下や階段の隅々に
至るまで、びっしりと子どもたちの詩で埋め尽
くされる学習環境になっていた。生徒指導上、
大きな課題を抱える子どもについては、その掲
示物を片っ端から剥がすなどの行為が見られた
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が、教員や子どもたちで手分けしてまたすぐ貼
り直すことを粘り強く行うことで、やがてその
ような気遣いも必要がなくなっていった。
　『はとぶえ』には、 1年生から 6年生まで、
まるでS校用の機関紙かと見間違うほど、毎号
数多くの作品が掲載された。その成果は、学
校・学年・学級だよりなどを通じて保護者にも
知れ渡ることとなり、S校へ抱く印象も、徐々
に変化していったようだ。また、ホームページ
を通じて『はとぶえ』の成果の情報発信を積極
的に行ったことで、それまで苦情が寄せられる
ことが多かった地域からも、積極的に学校運営
に協力しもっと良い学校にしようと、20名近く
の教育ボランティアを得ることができた。保護
者や地域住民が毎日、気軽に学校へ参観やボラ
ンティアに訪れるようになるなど、S校への温
かい支援の輪が広がり、校内暴力や破壊行為な
どの事象は、およそ 1年をかけて限りなく 0に
近づいていった。
　年度当初の臨時職員会議で、校長が提唱した
「国語科教育研修」と「自尊感情の育成」の推
進に「騙されたつもり」でついて行った私たち
教員は、藁をもすがる思いで進めてきた詩作の
指導にいつの間にか「騙され」て、学校の平常
化に努めていたのである。それはすなわち学習
指導など、教員の働きかけによって子どもたち
がよい方向に育っていくという「教育のダイナ
ミズム」を大いに味わうことができ、また授業
の楽しさも心から体感できるようになるなど、
それぞれの力量を高めることにも繋がっていっ
たのである。さらには、教材研究などを通じて
教員同士の距離が一気に縮まり、組織として同
じ目標に向かって力を合わせることを厭わなく
なるなど、同僚性がぐっと高まっていったこと
も特筆すべきであろう。教員一人ひとりがバラ
バラで、何をどうしていいかわからず孤独感に
打ちひしがれていた約 1年前とは、まさに雲泥
の差である。
　そして何よりも、子どもたち自身が学習活動
に前向きになり、主体的に考動することができ
るようになっていった。教員たちの熱意にも絆
され、校内の「荒れ」た状況をしっかりと見つ
めながら、それをよしとせず、それぞれの力を
集めて改善に向かい、やがて「学校は何をする
ところか」を自問自答できるようにまでなって
いた。
　それに乗じて、堺市が独自に行っている統一
テスト「『子どもがのびる』学びの診断」の意
識調査においても、「教科の学習は楽しい」「人
の役に立つ人間になりたい」「自分にはよいと
ころがある」など、「自尊感情」について尋ね
る項目の数値が一気に急上昇した。子どもたち
の変化が、見た目だけでなくデータ上でもはっ
きりと裏付けられた形だ。
　しかしながら、その全てが詩作の効果とは断
言できないし、むしろ生徒指導主任を中心に、
問題が起こった後に対処する「消極的生徒指導」
から、問題を未然に防ぐための「積極的生徒指
導」へと、学校全体で大きく転換を図ったこと
も奏功しているのは間違いない。そうした「積
極的生徒指導」の場面でも、子どもたちの作っ
た『はとぶえ』の詩がおおいに活用できたこと
や、本来なかなか可視化できない「自尊感情」
というものの高まりを、S校では「詩」という
具体物を通して見い出し、大切に磨き上げてい
くことができたのは、何とも幸いだったという
他ないであろう。
8 ．まとめにかえて
　S校ではその後、詩作を経て綴方、新聞作成
などの要約力の育成へと研修を発展させ、前述
の堺市の統一テストにおいて全学年とも長らく
最上位校の一つとなった。特別なテスト対策を
したわけではないが、子どもたちも教員も自然
と胸を張って、テストに対し堂々と臨んでいた
ように思う。
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　教科教育の領域である「書くこと」を、「自
尊感情の育成」と連動させた私たちの取り組み
は、各方面からの大きな反響を得て、教育関係
者の視察や一般のマスコミからの取材を多数受
け7）「奇跡の学校」と呼ばれるまでに至った。S
校の取り組みを私からの手紙で知り、ゲストテ
ィーチャーを引き受けてくださった金本知憲さ
ん（現：阪神タイガース一軍監督）など、多数
の著名人も子どもたちの自尊感情を高めるため
に、次々と出前授業を引き受けてくださった8）。
この場をお借りして、改めて深謝申し上げた
い。
　しかしながら、私たちの挑戦はこれで終わり
ではない。私たちの取り組みを成功談だと驕る
ことなく、今後科学的に分析を進めて捉え直
し、より汎用性のある実践へと昇華させるた
め、S校に残る教員ともS校から転属になった
教員とも今後も一層連携を深め、研修を重ねて
いきたい。大変拙い内容ではあったが、本研究
ノートの寄稿を新たな第一歩として、ここに標
すものである。
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